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《人口増加が経済成長加速に繋がっていない》 

インドの魅力は世界最大の人口規模とそこに住んで

いる人々が若いことにある。短期的な問題があったと

しても、拡大する生産年齢人口に付加価値の高い雇用

やビジネスチャンスが供給されるのであれば、中長期

的に高い経済成長の達成を期待できる。実際にそうい

う経済成長パターンの成功事例は日本を始め、韓国、

台湾、中国、アセアン諸国などで多くみられてきた。 

しかし、2011年度から 2020年度までのインドの経

済成長の軌跡（図表 1）をみると、名目 GDP（インド

ルピーベース）の成長に対して一人当たりの GDP（ド

ルベース）の成長が十分ではないようにみえる。2011

年度を基準とすると 2020 年度の名目 GDP は 1.55 倍

となっているが、一人当たりの GDPは 1.31倍にとど

まっている。一人当たりの GDP の水準は 1,965 ドル

でインドネシアやベトナムの 50％程度となっている。

2011～2020 年度の間にインドルピーはドルに対して

40％程度安くなっているので一概にはいえないが、通

貨安を利した輸出競争力の強化やインド国内産業の

高付加価値化が、一人当たりの GDP の増加を加速す

るには十分ではなかったとみることができる。 

海外直接投資が拡大し、通貨安が持続しているにも

かかわらず、輸入額も輸出額はこの 10 年ほぼ横ばい

にとどまっており（図表 2）、貿易収支の赤字も続いて

いる。2019～2020 年度にみられるように貿易収支改

善は主に国内需要の伸び悩みによる輸入の減少が主

因となっている。ベトナムなどでみられるような海外

直接投資と輸出産業の拡大が国内産業の高付加価値

化を促すという好循環は未だにみられず、期待されて

いる人口の増加が牽引する経済成長の加速がみられ

ない。インド政府もエレクトロニクス製品の輸入代替

化を進めるなどの対策を講じているが成果が出るに

は時間が必要である。 
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図表1 インドのGDPと一人当たりのGDPの推移
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《IMFのインドの成長率予測は特に高いわけではない》 

IMF（国際通貨基金）が 2021年 10月に発表した経

済予測によると、インドの一人あたり GDP（ドルベー

ス）は 2026 年に 3,018 ドルに達するという予測にな

っている。2011～2020年の一人あたり GDP の年平均

成長率は3.1％だったが、2020～2026年のそれは7.4％

に拡大する予測となっている。 

IMF は 2026 年に向けて世界経済がコロナウィルス

感染症の感染拡大によって強いられた停滞を克服して

成長軌道へ回帰すると考えているようだ。このため、

主要国の同期間の年平均成長率は中国が 8.9％、ベトナ

ムが 9.7%、インドネシアが 7.0％となっており、イン

ドの年平均成長率が特に高いわけではない。インドが

2010年代の遅れを取り戻し、新たな成長ステージに進

んだとみることは困難だ。 

人口増加が経済成長の加速を十分に促せていない要因として労働参加率が長期的な低下傾向を示し

ていることが挙げられる。人口が増加している若年層の就労意欲の低下を示している可能性もあり注意

が必要だ。付加価値の高い雇用やビジネスチャンスよりも家庭内農業や小規模家内事業に留まるほうが

良いという判断が根底にあるとすれば、これまでのアジアの成功事例とは異なる方向に進む可能性もあ

る。逆に若年世代の就労意欲を引き出し、コスト競争力のある人的リソースを活用して国際競争力のあ

るビジネスモデルを確立することができれば、世界経済の中で確固たる地位を確立することも可能であ

ろう。 
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図表3 IMFの一人あたりGDPの予測
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出所 JETROとIMFのﾃﾞｰﾀをもとに当社作成

注 2021年以降はIMFの2021年10月時点の予測


